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カニクサ属植物に寄生するサビキンの分類学的再検討と系統位置の推定 

森 政貴（筑波大学 生物学類）  指導教員：岡根 泉（筑波大学 生命環境系）

背景と目的 

サビキンは植物病原菌最大の種数を抱える担子菌門サビキン目

に属する植物絶対寄生菌である。これまで 7000 種以上が報告さ

れ、最大で5つの形態および機能的に異なる胞子世代を持つ種や、

異種寄生を行う種が含まれる。シダ類であるカニクサ属

(Lygodium)植物に寄生するサビキンとしては、サビキンの中で最

も多い約 4000種が報告されている Puccinia属(Pucciniaceae)の

Puccinia lygodiiの1種が知られている。一方で、このサビキンの

冬胞子はシダ類を宿主とするDesmella属(Uropyxidaceae)のサビ

キンに類似した形態であることが認められている。 

 そこで本研究では、P. lygodiiの分類学的帰属と系統位置を明ら

かにすることを目的として、形態的特徴の観察と、D1/D2領域に

おいて分子系統解析を行い、P. lygodiiのサビキン全体における系

統位置や、Puccinia属やDesmella属との系統関係を推定した。 

材料と方法 

(1)冬胞子と夏胞子堆及び夏胞子の形態観察 

 標本は次の菌類標本庫所蔵のものを供試した、茨城大学(IBA)、

米国パデュー大学(PUR)、米国農務省(BPI)、筑波大学(TSH)。形

態観察にはP. lygodiiを4標本、Desmella gymnogrammes 1標

本、D. aneimiae 1標本、タイで発見されたLygodium属に寄生

しているサビキン2標本の計8標本を供試した。これらの標本か

ら冬胞子を採取してプレパラートを作成し、光学顕微鏡で長径、

短径、壁厚、胞子柄の長さを測定した。夏胞子堆及び夏胞子につ

いては、形態観察に加えて走査型電子顕微鏡(SEM)による表面構

造の観察を行った。 

 (2)分子系統解析 

形態観察で使用したサビキンを含めたP. lygodiiを17標本、D. 

aneimiae 2標本、Desmella gymnogrammes 1標本、Desmella

属と同じUropyxidaceae であるDidymopsorella toddaliae を 1

標本供試した。これらの標本の夏胞子から DNA を抽出し、28S 

rDNA D1/D2領域をPCR増幅させた。そして増幅が確認された

標本と、筑波大学とGenbank のサビキンのDNA データから各

科の代表的な種を選択して、最尤法(ML法)により系統解析した。 

結果及び考察 

(1)冬胞子と夏胞子堆及び夏胞子の観察 

各標本の冬胞子、夏胞子堆、夏胞子を観察したところ、冬胞子

については Desmella 属に類似した胞子が観察されたが(図 1)、

Desmella属よりもP. lygodiiの夏胞子が大型で、後者には刺が存

在しない平滑部分が観察された(図2)。 

(2)分子系統解析 

 D1/D2 領域塩基配列に基づく系統解析の結果(図 3)、P. 

lygodiiがDesmella属と高いブートストラップ値で 1つのク

レードを形成したことから、両者が系統的に近縁であることが

明らかとなった。また、これらのサビキンが含まれるクレード

はPucciniaceaeと姉妹群を形成した。 

 

 

まとめ 

 本研究において P. lygodii の形態と分子系統を調べたことで、

このサビキンが Puccinia 属ではなく Desmella 属に近縁である

ことが明らかとなった。一方で解析法による系統関係の異同も認

められ、さらに解析遺伝子領域を増やして精査する必要がある。

また本研究で供試した一部の古い標本においては、PCR増幅が認

められずすべてを系統解析に供することができなかった。従って、

D1/D2領域以外の遺伝子領域からもDNAデータが得られる新し

いサンプルを多く用意する必要がある。 

 
図1 IBAR-10744 Puccinia lygodiiの冬胞子(左)と 

BPI020025 Desmella gymnogrammesの冬胞子(右)  

 
図2  IBAR-10744 Puccinia lygodiiの夏胞子(左; 矢印：刺の無

い平滑部分)と IBA-10002 Desmella aneimiaeの全面が細刺に覆

われた夏胞子(右)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 D1/D2領域に基づくML法系統樹 
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 DQ354514 Puccinia caricis

 Rust50 Puccinia magnusiana

 TSHR 11944 Puccinia brachypodii

 Rust393 Aecidium epimedii

Pucciniaceae

 IBA10753

 IBAR10744  Puccinia lygodii

 IBA10751 

 IBAR10751  Puccinia lygodii 

 IBAR10753  Puccinia lygodii

カニクサに寄生するサビキン

Uropyxidaceae KM249867.1 Desmella aneimiae voucher

Uropyxidaceae JF263490.1 Dasyspora segregaria

Pileolariaceae TSHR 9884 Pileolaria klugkistiana 

Sphaerophragmiaceae KM217351 Sphenorchidium deightonii

 KJ716351 Phragmidium violaceum

 TSHR 6868 Phragmidium potentillae 
Phragmidiaceae

Phakopsoraceae DQ354537 Phakopsora pachyrhizi

 Rust59 Tranzschelia discolor

 TSHR 11440 Tranzschelia pruni spinosae
Uropyxidaceae

Chaconiaceae Rust236 Ochropsora nambuana

Uropyxidaceae IBAR 9365 Didymopsorella toddaliae 

Pucciniastraceae TSHR 7963 Hyalopsora D

Pucciniastraceae TSHR 7935 Milesina D

 TSHR 7973 Hyalopsora D

 hgm3 Hyalopsora D
Pucciniastraceae

Pucciniastraceae TSHR 7837 Pucciniastrum boehmeriae 

 TSHR 11186 Melampsora coleosporioides

 TSHR 6983 Melampsora epitea 
Melampsoraceae

 TSHR 11710 Coleosporium asterum

 TSHR 11316 Coleosporium plectranthi
Coleosporiaceae

Cronartiaceae TSHR 9970 Cronartium orientale

Mikrogeneriaceae KJ716350 Mikronegeria fuchsiae

 AY254180 Helicobasidium purpureum
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